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佐
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生

は
じ
め
に
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我
が
国
は
古
来
、
中
国
文
化
の
影
響
下
に
あ
り
、
絶
え
ず
こ
れ
を
積
極
的
に
学
ん
で
き
た
。
中
国
文
化
を
受
容
す
る
方
法
と
は
、
具
体
的

に
は
漢
籍
を
学
習
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
我
が
国
に
は
中
国
か
ら
直
接
に
、
或
い
は
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
多
く
の
漢
籍
の
写
本
・
刊

本
が
も
た
ら
さ
れ
、
国
内
に
於
い
て
も
そ
の
書
写
・
刊
行
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
日
本
人
は
自
ら
も
漢
語
漢
文
を
用
い
て
著
述
を
為
し

た
。
こ
れ
ら
日
本
国
内
に
在
っ
て
日
本
人
が
用
い
た
漢
籍
を
総
称
し
て
日
本
漢
籍
と
呼
ん
で
い
る
。
日
本
漢
籍
は
時
代
と
と
も
に
増
加
し
続

け
、
そ
の
蓄
積
量
は
江
戸
時
代
末
期
に
ピ
l

ク
を
迎
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
鎖
国
が
解
か
れ
明
治
維
新
を
迎
え
る
や
状
況
は
一
転
す
る
。
「
脱

亜
入
欧
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
る
と
同
時
に
日
本
漢
籍
は
そ
の
価
値
を
正
当
に
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
中
に
は
国
外
に
流
出
し
た
も

の
も
あ
っ
た
。
明
治
前
期
に
於
け
る
中
国
の
知
識
人
に
よ
る
漢
籍
収
集
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
を
加
え
た
先
行
研
究
に
、
陳
捷
氏
の
「
明
治

前
期
日
中
学
術
交
流
の
研
究
』
（
二
O
O
三
年
、
汲
古
書
院
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
、
日
本
か
ら
中
国
に
輸
出
さ
れ
た
の



は
書
物
の
ほ
か
、
そ
の
版
木
も
含
ま
れ
、
そ
の
数
は
膨
大
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
国
外
に
所
在
を
移
し
た
日
本
漢
籍
の
現
存
状
況
に
つ
い
て
、

一
昨
年
か
ら
住
吉
朋
彦
、
中
川
博
夫
、
堀
川
貴
司
、
山
田
尚
子
の
諸
氏
と
と
も
に
調
査
を
始
め
た
。
本
稿
は
そ
の
中
間
報
告
と
で
も
言
う
べ

き
も
の
で
、
明
治
前
期
の
日
本
漢
籍
の
国
外
流
出
の
実
態
を
概
観
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
日
本
漢
籍
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
日
本
と
い
う
語
を
特
に
冠
し
て
呼
ぶ
の
は
、
日
本
漢
籍
が
中

国
本
国
に
現
存
す
る
漢
籍
、
或
い
は
朝
鮮
半
島
に
現
存
す
る
漢
籍
と
は
顕
著
に
異
な
る
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は

ー
、
侠
存
書
を
多
く
含
む
。
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2

、
唐
紗
本
系
統
の
本
文
を
伝
え
る
。

3

、
訓
点
・
書
入
れ
を
有
す
る
。

の
三
点
に
集
約
で
き
る
。

ー
の
侠
存
書
と
は
中
国
本
土
に
は
亡
侠
し
て
滅
ん
だ
け
れ
ど
も
、
日
本
に
は
現
存
す
る
書
籍
を
言
う
。
「
論
語
義
疏
』
（
梁
・
皇
侃
撰
）
、

『
文
館
詞
林
』
（
唐
・
許
敬
宗
撰
）
、
『
遊
仙
窟
』
（
唐
・
張
鷲
撰
）
な
ど
が
名
高
い
。
こ
れ
ら
は
嘗
て
は
中
国
で
広
く
行
わ
れ
た
が
、
あ
る
時

点
で
滅
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
唐
以
前
に
成
立
し
た
書
で
、
宋
代
に
出
版
さ
れ
る
機
会
を
逃
し
た
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。

2

の
唐
紗
本
と
は
唐
代
に
流
布
し
て
い
た
本
文
で
あ
り
、
現
在
通
行
し
て
い
る
宋
刊
本
系
統
の
本
文
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
国
で

は
宋
代
に
入
っ
て
出
版
文
化
が
花
聞
き
、
唐
紗
本
に
大
胆
な
校
訂
が
施
さ
れ
て
宋
刊
本
が
成
立
す
る
と
、
こ
れ
が
権
威
化
し
て
、
唐
紗
本
系

本
文
を
駆
逐
し
た
。
以
後
、
中
国
で
は
刊
本
が
流
布
し
始
め
、
明
代
半
ば
以
降
、
書
籍
と
い
え
ば
刊
本
を
指
す
よ
う
に
な
つ
が

o

写
本
の
流

(286) 



通
は
極
度
に
減
少
し
、
た
と
え
写
本
が
存
在
し
て
も
、
そ
れ
は
刊
本
を
書
写
し
た
も
の
と
見
な
さ
れ
た
。
こ
の
点
こ
そ
、
書
籍
と
い
え
ば
写
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本
を
指
し
た
我
が
国
と
根
本
的
に
異
な
る
点
で
あ
る
。
中
国
で
は
二
十
世
紀
初
め
ま
で
唐
紗
本
が
宋
刊
本
と
対
立
す
る
本
文
を
持
つ
こ
と
は

勿
論
、
唐
紗
本
が
存
在
す
る
こ
と
に
対
し
て
さ
え
、
そ
れ
ほ
ど
関
心
が
払
わ
れ
な
か
っ
た
。
日
本
に
現
存
し
て
唐
紗
本
系
本
文
を
持
つ
も
の

と
し
て
『
白
氏
文
集
』
が
名
高
い
が
、
こ
れ
が
唐
紗
本
の
姿
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
疑
念
を
抱
き
、
宋
刊
本
（
通
行
本
）
と
の
本
文

異
同
を
日
本
人
に
よ
る
怒
意
的
改
変
の
結
果
と
見
な
す
研
究
者
は
今
な
お
多
く
存
在
す
る
。

3

の
訓
点
・
書
入
れ
こ
そ
、
我
々
が
最
も
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
本
漢
籍
の
特
徴
で
あ
る
。
本
文
の
左
右
に
記
さ
れ
た
仮
名
（
傍

訓
）
、
漢
字
に
付
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
や
声
点
、
余
白
に
記
さ
れ
た
注
記
な
ど
は
全
て
、
紀
伝
道
の
博
士
家
な
ど
の
漢
学
の
専
門
家
が
長
年
に

わ
た
っ
て
検
討
を
重
ね
た
本
文
解
釈
の
結
果
と
し
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
日
本
人
に
よ
る
漢
学
の
成
果
を
示
す
貴
重
な

ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
。
む
し
ろ
訓
点
は
本
文
解
釈
の
障
害
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
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資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
今
、
こ
れ
ら
は
国
語
資
料
と
し
て
の
み
研
究
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
漢
籍
の
解
釈
に
資
料
と
し
て
用
い

次
に
日
本
漢
籍
が
海
外
に
流
出
し
始
め
た
原
因
、
契
機
を
具
体
的
に
探
っ
て
み
た
い
。一
般
に
漢
学
の
衰
退
は
明
治
期
か
ら
始
ま
っ
た
と

言
わ
れ
、
日
本
漢
籍
の
流
出
も
そ
れ
に
関
連
し
て
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
当
時
漢
学
が
衰
退
の
一
途
に
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
実
態
は

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
そ
れ
と
は
別
に
三
つ
の
原
因
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
一
は
、
日
本
が
鎖
国
を
解
く
と
同
時
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
交
官
や
研
究
者
が
日
本
研
究
を
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
研
究
の
一

環
と
し
て
日
本
の
書
籍
を
収
集
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
官
、
ア
l

ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
で
あ
り
、
ス
ウ
ェ



ー
デ
ン
の
地
理
学
者
、

ア
ド
ル
フ
・
ノ
ル
デ
ン
シ
ヨ
ル
ド
で
あ
る
。
彼
ら
の
収
集
し
た
中
に
は
日
本
漢
籍
も
多
く
含
ま
れ
て
い
が

o

そ
の
二
は
、
明
治
元
年
の
神
仏
分
離
令
に
伴
っ
て
起
こ
っ
た
廃
仏
致
釈
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
寺
院
の
蔵
書
も
打
撃
を
受
け
、
廃
棄
さ

れ
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
で
は
、
境
内
に
十
二
か
所
あ
っ
た
真
言
宗
塔
頭
の
僧
侶
が
神
仏
分
離
令
の

施
行
と
同
時
に
八
幡
宮
の
神
宮
に
転
じ
、
仏
像
、
仏
画
、
経
典
を
は
じ
め
と
し
て
寺
院
の
什
物
は
す
べ
て
破
却
さ
れ
た
。
経
蔵
中
、
元
版
一

切
経
（
普
寧
蔵
）
は
辛
う
じ
て
難
を
逃
れ
、
現
在
、
東
京
浅
草
の
浅
草
寺
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。

寺
院
の
蔵
書
が
漢
籍
を
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。
仏
教
経
典
自
体
、
漢
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
紛
う
こ
と
な

き
漢
籍
で
あ
る
が
、
そ
の
内
典
以
外
に
寺
院
に
は
外
典
の
漢
籍
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
多
く
が
廃
棄
さ
れ
、
顧
み
ら
れ
な
く

な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
三
は
廃
藩
置
県
に
伴
つ
て
の
藩
校
蔵
書
の
庫
外
流
出
で
あ
る
。
藩
校
の
中
に
は
県
の
教
育
機
関
へ
の
移
行
が
叶
わ
ず
、
廃
校
に
追
い

-27-

込
ま
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
寺
院
蔵
書
と
藩
校
蔵
書
の
庫
外
流
出
は
明
治
初
期
に
顕
著
な
現
象
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り

遅
れ
て
、
そ
の
後
の
社
会
の
変
動
に
起
因
し
て
か
、
公
家
や
大
名
家
か
ら
も
大
量
の
漢
籍
が
売
却
さ
れ
始
め
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
平
安

時
代
以
来
儒
家
の
頭
領
で
あ
っ
た
菅
原
氏
の
東
坊
城
家
も
、
新
し
い
時
代
の
波
に
抗
し
き
れ
ず
、
蔵
書
を
全
て
売
却
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の

大
半
は
徳
富
蘇
峰
の
成
賓
堂
文
庫
に
納
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
払
わ
れ
た
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、
東
坊
城
徳
長
が
『
本
朝
続
文
粋
」

の
校
訂
作
業
に
あ
た
り
、
明
治
二
十
九
年
五
月
に
そ
の
業
を
終
え
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
家
が
漢
学
を
廃
業
し
た
の
は
そ
れ
以
後

の
こ
と
で
、
蔵
書
売
却
は
明
治
三
十
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(284) 



(283) 

こ
う
し
て
、
明
治
初
め
、
古
物
市
場
に
現
れ
た
大
量
の
日
本
漢
籍
を
精
力
的
に
購
入
し
た
の
は
、
主
と
し
て
中
国
の
知
識
人
で
あ
っ
た
。

中
で
も
外
交
官
と
し
て
来
日
し
た
察
庶
昌
、
楊
守
敬
の
二
人
は
日
本
漢
籍
の
善
本
を
数
多
く
購
入
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
梨
庶
臼
田
は
第
二

代
清
国
公
使
と
し
て
、
明
治
十
五
年
二
月
来
日
、
明
治
十
八
年
一
月
ま
で
任
に
あ
り
、
ま
た
第
四
代
公
使
と
し
て
、
明
治
二
十
一
年
に
も
来

日
し
て
い
る
。
楊
守
敬
は
こ
れ
よ
り
早
く
初
代
公
使
、
何
如
嘩
の
随
員
と
し
て
明
治
十
三
年
来
日
、
四
年
後
の
明
治
十
七
年
帰
国
の
途
に
つ

い
て
い
る
。
楊
守
敬
は
、
来
日
時
の
身
分
は
清
国
公
使
の
随
員
で
あ
る
が
、
実
は
目
録
学
、
金
石
学
を
修
め
た
学
者
で
あ
り
、
ま
た
書
家
と

し
て
も
著
名
で
、
日
本
の
書
道
界
に
与
え
た
影
響
も
多
大
で
あ
っ
た
。

図
版
l

は
明
治
十
六
年
（
一
八
八
二
乙
永
田
町
の
清
国
公
使
館
で
行
わ
れ
た
重
陽
の
宴
で
、
公
使
の
禁
庶
昌
が
自
ら
筆
を
執
っ
て
書
い
た-28-

詩
序
の
自
筆
原
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
当
日
招
か
れ
た
日
本
人
の
顔
ぶ
れ
は
、
森
立
之
、
重
野
安
緯
（
成
斎
）
、
長
松
幹
（
秋
琴
）
、

巌
谷
修
（
一
六
）
、
藤
野
正
啓
（
海
南
）
、
中
村
正
直
（
敬
宇
）
、
川
田
剛
（
斐
江
）
、
向
山
栄
（
黄
村
）
、
三
島
毅
（
中
洲
）
、
亀
谷
行
（
省
軒
）
、

宮
島
誠
一
郎
（
栗
香
）
、
石
川
英
（
鴻
斎
）
、
森
大
来
（
塊
南
）
と
い
っ
た
鋒
々
た
る
漢
学
者
た
ち
で
、
こ
れ
を
迎
え
た
中
国
公
使
館
側
に
は

察
庶
昌
の
ほ
か
楊
守
敬
、
挑
文
棟
と
い
っ
た
一
流
の
学
者
が
い
た
。
こ
の
よ
う
な
会
合
は
頻
繁
に
持
た
れ
た
よ
う
で
、
禁
庶
昌
、
楊
守
敬
た

ち
は
こ
う
し
た
場
を
利
用
し
て
日
本
漢
籍
に
関
す
る
情
報
を
集
め
、
善
本
の
閲
覧
、
さ
ら
に
は
購
入
に
努
め
て
い
た
の
で
あ
（
ぞ

彼
ら
中
国
の
知
識
人
が
注
目
し
た
の
は
、
日
本
漢
籍
の
特
徴
の
第
一
に
挙
げ
た
侠
存
書
で
あ
る
。
察
庶
昌
は
収
書
の
成
果
を
楊
守
敬
の
助

力
を
得
て
、
い
ち
早
く
『
古
逸
叢
書
」
刊
行
と
い
う
か
た
ち
で
示
し
、
楊
守
敬
は
日
本
漢
籍
研
究
の
成
果
を
『
日
本
訪
書
志
』
に
著
わ
し
た
。

後
年
、
楊
守
敬
が
帰
国
の
途
に
就
い
た
と
き
、
日
本
滞
在
中
の
業
績
を
振
り
返
り
、
呪
懇
の
漢
学
者
で
あ
る
岡
鹿
門
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て



図版 1 繋庶昌自筆の詩序
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い
る
。
傍
線
部
が
そ
れ
に
当
た
る
（
引
用
の
『
観
光
紀
誹
』
に
つ
い
て
は
後
述
）
。

(281) 

〔
観
光
紀
誹
巻
一
、
明
治
十
七
年
六
月
四
日
条
〕
楊
君
金
石
学
、
優
為
二
永
。
東
誹
以
後
、
就
好
事
家
、
捜
索
陪
唐
古
書
。
考
証
同
異
、

大
有
所
得
。
日
、
余
官
貴
国
四
年
、
無
滑
滴
補
国
。
唯
為
察
公
同
羅
古
書
、
刻
古
逸
叢
書
二
十
六
種
。
購
得
惰
唐
逸
書
百
飴
僅
、
此
外

参
考
古
書
、
撰
日
本
訪
書
録
二
十
巻
。
此
皆
宋
元
諸
儒
、
所
未
夢
見
。
故
難
嚢
棄
索
然
、
不
少
悔
。

（
楊
君
の
金
石
学
、
優
れ
て
一
家
を
為
す
。
東
砂
防
以
後
、
好
事
家
に
就
い
て
、
陪
唐
の
古
書
を
捜
索
す
。
同
異
を
考
証
し
、
大
い
に
得

る
所
有
り
。
日
は
く
、
余
れ
貴
国
に
官
た
る
こ
と
四
年
、
滑
滴
た
り
と
も
国
を
補
な
ふ
こ
と
無
し
。
唯
だ
剰
余
公
の
為
め
に
古
書
を
岡
羅

し
、
古
逸
叢
書
二
十
六
種
を
刻
す
る
の
み
。
陪
唐
の
逸
書
百
鈴
僅
を
購
ひ
得
、
此
の
外
、
古
書
を
参
考
し
て
、
日
本
訪
書
録
二
十
巻
を

ハ
υ

撰
す
。
此
れ
皆
な
宋
元
の
諸
儒
、
未
だ
夢
に
だ
に
見
、
ざ
る
所
な
り
。
故
に
嚢
棄
索
然
た
り
と
難
も
、
少
し
も
悔
い
ず
、
と
。
）

現
代
の
我
々
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
に
現
存
す
る
漢
籍
の
古
写
本
は
唐
紗
本
系
統
の
本
文
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
う
、
日

本
漢
籍
の
第
二
の
特
徴
も
疎
か
に
出
来
な
い
点
で
あ
る
。
し
か
し
楊
守
敬
の
著
作
を
見
る
限
り
、
日
本
漢
籍
古
写
本
に
見
ら
れ
る
通
行
本
と

の
本
文
異
同
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
は
い
る
け
れ
ど
、
彼
の
関
心
は
む
し
ろ
侠
存
書
や
侠
文
、
宋
元
版
・
明
版
の
稀
観
書
に
あ
っ
た
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
で
は
写
本
の
価
値
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
か
っ
た
か
ら
で
、
楊
守
敬
と
い
え
ど
も
、

そ
の
通
念
の
呪
縛
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
中
国
で
写
本
の
価
値
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

二
十
世
紀
初
頭
、
敦
煙
か
ら
大
量
の
写
本
資
料
が
出
土
し
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
古
写
本
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
国
書
で
あ
ろ
う
と
、
漢
籍
で
あ
ろ
う
と
、
こ
れ
を
買
い
求
め
る
強
敵
が
い
た
こ
と
も
、



楊
守
敬
等
が
容
易
に
こ
れ
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
原
因
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
明
治
維
新
を
境
に
そ
れ
ま
で
の
身
分
的
束
縛

を
解
か
れ
て
古
書
の
獲
得
を
自
由
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
一
群
の
収
書
家
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
代
表
格
は
、
浄
土
宗
知
恩
院
の
鵜
飼
徹
定

と
京
都
の
呉
服
商
、
田
中
教
忠
で
あ
る
。
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
は
神
仏
分
離
令
の
影
響
を
何
等
蒙
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
、
鵜
飼
徹
定
は

廃
仏
致
釈
に
よ
っ
て
由
緒
あ
る
寺
院
か
ら
放
出
さ
れ
る
貴
重
な
仏
教
書
籍
を
い
と
も
た
や
す
く
購
入
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
田
中
教
忠
は
ジ

ヤ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
、
善
本
を
買
い
あ
さ
っ
た
が
、
年
号
庵
と
称
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
奥
書
に
書
写
年
時
が
記
さ
れ
て
い

る
古
写
本
を
特
に
好
ん
だ
。
金
沢
文
庫
本
の
『
白
氏
文
集
』
を
一
時
は
三
十
巻
近
く
も
所
蔵
し
て
い
た
と
い
わ
れ
、
こ
れ
は
金
沢
文
庫
本

『
白
氏
文
集
』
に
は
必
ず
書
写
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
金
沢
文
庫
本
『
白
氏
文
集
』
が
海
外
に
一
巻
も
流
出
し
な
か
っ
た
の

は
、
田
中
教
忠
の
収
集
の
お
か
げ
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

四

さ
て
、
日
本
漢
籍
を
積
極
的
に
購
入
し
た
中
国
人
は
、
こ
の
よ
う
な
外
交
官
や
学
者
と
い
っ
た
知
識
人
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、

そ
う
で
は
な
い
。
次
に
掲
げ
る
の
は
漢
学
者
、
岡
鹿
門
の
『
観
光
紀
誹
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
十
七
年
五
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
、
鹿
門

が
中
国
に
渡
っ
て
各
地
を
旅
行
し
た
記
録
で
あ
る
が
、
往
路
は
折
し
も
任
期
を
終
え
て
帰
国
す
る
楊
守
敬
と
同
道
し
て
い
る
。
鹿
門
は
神
戸

港
か
ら
出
航
し
て
上
海
に
渡
っ
た
後
、
楊
守
敬
に
誘
わ
れ
て
蘇
州
・
杭
州
の
名
所
を
遊
覧
し
た
。
以
下
は
杭
州
で
の
記
事
。

〔
観
光
紀
併
巻
二
、
明
治
十
七
年
七
月
五
日
条
〕
至
珠
宝
街
、
訪
顧
雲
蓋
〈
良
鵬
〉
。
雲
霊
前
年
砂
防
日
東
、
買
求
書
籍
、
来
此
開
書
臨
時
。

満
架
図
冊
、

一
半
東
書
。
（
珠
宝
街
に
至
り
、
顧
雲
牽
〈
良
鵬
〉
を
訪
る
。
雲
蓋
、
前
年
に
日
東
に
砂
防
び
、
書
籍
を
買
ひ
求
め
、
此
こ

今
、d(280) 



従
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下は顧良鵬の蔵書印 2種
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に
来
り
て
書
障
を
開
く
。

満
架
の
図
冊
、

半
は
東
書
な
り
。

）

〔
同
巻
二
、
同
年
七
月
七
日
条
〕
雲
蓋
逝
余

及
協
斎
、
泥
舟
西
湖
。

（雲
吉
室、
余
及
び
悌

斎
を
逝
へ
、
舟
を
西
湖
に
泥
ぶ
。

）

〔
同
巻三
、
同
年
八
月
十
五
日
条
〕
過
顧
雲

憂
告
別
。
（
顧
雲
蓋
を
過
ぎ
り
て
別
れ
を
告
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こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
、
顧
良
鵬
（
雲
蓋
）
と
い

仏書断簡

う
商
人
が
日
本
で
漢
籍
の
版
本
を
安
価
に
仕
入

図版 2

れ
、
そ
れ
を
杭
州
で
売
り
さ
ば
い
て
い
た
こ
と
が

(6
) 

知
ら
れ
る
。

鹿
門
は
顧
良
鵬
と
か
な
り
懇
音
ゅ
に
な

っ
た
ら
し
く
、
記
事
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
と
も

に
西
湖
に
遊
ぶ
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
杭
州
を
発
つ

折
り
に
は
わ
ざ
わ
ざ
店
を
訪
れ
、
別
れ
の
挨
拶
を

し
て
い
る
。



こ
の
顧
良
鵬
と
い
う
人
物
は
た
ん
な
る
商
人
で
は
な
く
、
自
身
も
古
書
を
収
集
し
て
い
た
節
が
あ
る
。
図
版
2

は
京
都
・
醍
醐
寺
に
所
蔵

さ
れ
て
い
た
仏
教
儀
礼
書
の
断
簡
（
伝
醍
醐
寺
聖
宝
筆
）
で
、
明
治
二
十
二
年
の
古
筆
了
仲
の
極
め
書
き
と
極
め
札
と
が
付
さ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
廃
仏
致
釈
に
よ
っ
て
庫
外
に
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
絹
地
の
巻
子
装
に
装
－
訂
さ
れ
、
ま
た
「
日
本
古
写
経
」
と
題
築
に
一
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
当
初
所
持
し
た
の
は
中
国
人
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
二
十
三
行
に
及
ぶ
こ
の
断
簡
の
初
め
と
末
尾
に
は
蔵
書
印
が
押

さ
れ
て
い
る
。
印
文
が
「
雲
蓋
銘
心
之
品
」
「
顧
氏
鑑
蔵
古
経
異
書
」
と
読
め
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
顧
良
鵬
（
雲
塞
）
そ
の
ひ
と
の
旧
蔵

書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

顧
良
鵬
が
何
ゆ
え
日
本
の
古
写
経
に
関
心
を
持
ち
、
こ
の
断
簡
を
愛
蔵
し
た
の
か
。
そ
こ
に
は
楊
守
敬
の
強
い
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
鹿
門
が
顧
良
鵬
の
店
を
訪
れ
る
十
日
ほ
ど
前
の
記
事
で
あ
る
。

〔
観
光
紀
誹
巻
二
、
明
治
十
七
年
六
月
二
十
五
日
条
〕
擬
買
舟
一
誹
虎
郎
、
以
雨
止
。
慢
悟
雑
陳
在
東
所
獲
古
写
経
、
把
玩
不
置
。
日
、
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此
猶
音
時
筆
法
。
宋
元
以
下
、
無
此
真
致
。

（
舟
を
買
ひ
て
一
た
び
虎
郎
に
瀞
ば
ん
と
擬
す
れ
ど
も
、
雨
ふ
る
を
以
て
止
む
。
憧
悟
、
東
に
在
り
て
獲
る
所
の
古
写
経
を
雑
陳
し
、

把
玩
し
て
置
か
ず
。
日
は
く
、
此
れ
猶
ほ
菅
時
の
筆
法
の
ご
と
し
。
宋
元
以
下
、
此
の
真
致
無
し
、
と
。
）

慢
悟
は
楊
守
敬
の
字
。
こ
こ
で
楊
守
敬
は
、
日
本
の
古
写
経
に
菅
代
の
筆
法
が
見
ら
れ
る
と
し
て
、
そ
の
価
値
を
称
揚
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
光
景
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
後
も
至
る
所
で
見
ら
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
身
近
に
い
た
顧
良
鵬
が
そ
の
感
化
を
受
け
た
こ
と
は
充
分

想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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さ
て
、
明
治
前
期
に
於
け
る
日
本
漢
籍
流
出
の
実
態
は
、
以
上
述
べ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
七
1

二
十
八
年
（
一
八
九
四
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ー
九
五
）
の
日
清
戦
争
の
前
後
か
ら
状
況
に
変
化
が
見
ら
れ
始
め
る
。
日
本
の
国
力
が
増
強
さ
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
書
籍
の
流
れ
が
逆
に

な
り
、
日
本
人
が
中
国
か
ら
漢
籍
の
善
本
を
購
入
す
る
と
い
う
現
象
が
顕
著
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
例
が
三
菱

財
閥
の
岩
崎
弥
之
助
に
よ
る
陸
心
源
の
旧
蔵
書
、
冊
数
に
し
て
四
万
五
千
冊
の
購
入
で
あ
る
。
こ
れ
が
明
治
四
十
年
（
一
九O
七
）
の
こ
と

で
あ
る
。
日
本
漢
籍
に
つ
い
て
言
え
ば
、
三
井
高
堅
、
徳
富
蘇
峰
と
い
っ
た
財
界
人
、
或
い
は
内
藤
湖
南
、
狩
野
亨
吉
と
い
っ
た
新
し
い
時

代
の
中
国
研
究
者
が
明
治
三
十
年
代
か
ら
収
集
を
始
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
点
で
日
本
漢
籍
の
国
外
流
出
の
ピ

l

ク
は
過
ぎ
た

ょ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
降
の
日
本
漢
籍
の
行
方
は
さ
ら
に
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
ゆ
く
。
大
正
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
の
日
本
漢
籍
の

流
出
或
い
は
移
動
の
状
況
、
戦
後
の
動
向
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
的
な
事
象
が
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
ま
た
別
の
機
会
に
述
べ

た
い
と
思
う
。
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日
注

（1
）
井
上
進
『
中
国
出
版
文
化
史
｜
書
物
世
界
と
知
の
風
景
｜
』
（
二
O
O
二
年
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（2
）
下
l

ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
（
E
Z
E
o

三
が
日
本
で
収
集
し
た
書
籍
は
現
在
大
英
図
書
館
（
回
。
回
長
田
町
門
官
主
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
一

部
、
大
英
博
物
館
所
蔵
の
も
の
が
あ
る
）
。

ア
ド
ル
フ
・
ノ
ル
デ
ン
シ
ョ
ル
ド
（
〉
号
胃
Z
2
号

E
E
2
S
が
日
本
で
収
集
し
た
書
籍
は
現
在
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
∞
苛
g
E

－m同
O
P
O
N
S守
志
向
久
H
E内
ミ
。
ミ
n
a
h
E
q迂円
。
口
町
内
位
。
sミ’E
N
M
b
a
E

一
君
。
雪
E
H
F内
同
ミ
ミh
S
5
3
J盟
2
5
0
－B
3
8

は
そ
の
蔵
書

目
録
で
あ
る
。
大
津
額
浩
「
瑞
典
王
立
図
書
館
の
漢
籍
に
つ
い
て
」
（
『
言
語
・
文
化
・
社
会
」
第2
号
、
二
O
O
四
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（3
）
神
田
喜
一
郎
「
明
治
・
大
正
の
書
道
」
（
『
塞
林
談
叢
』
、一九
八
一
年
、
法
蔵
館
。
『
神
田
喜
一
郎
全
集
』
第
八
巻
、一
九
八
七
年
、
同
朋
舎
出



版
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（4
）
陳
捷
『
明
治
前
期
日
中
学
術
交
流
の
研
究
』
（
二O
O
三
年
、
汲
古
書
院
）
第
三
部
「
古
典
籍
の
中
国
へ
の
流
出
と
清
国
公
使
館
の
訪
書
活
動
」

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（5
）
川
瀬
一
馬
『
日
本
に
お
け
る
書
籍
蒐
蔵
の
歴
史
』
（
一
九
九
九
年
、
ぺ
り
か
ん
社
）
第
二
部2

「
明
治
時
代
前
半
の
蒐
書
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（6
）
陳
捷
『
明
治
前
期
日
中
学
術
交
流
の
研
究
』
二
五
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

付
記本

稿
は
二
O
O
四
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
基
盤
研
究
（
B

）
（2
）
「
日
本
国
外
に
現
存
す
る
日
本
漢
籍
に
関
す
る
研
究
」

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
一
部
を
二
O
O
四
年
六
月
二
十
六
日
、
慶
応
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会
に
於
い
て
口
頭
発
表
し
た
。
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